


消防だより火の用心　　  ２

【特集】

住
警
器 

集
落
別(

消
防
置
場
単
位)

ラ
ン
キ
ン
グ

設
置
率

「皆さんの住んでいる地域は

        トップ 50 位に入っていますか？」

十日町市
津 南 町

　「
住
警
器
」
設
置
率

100
％
ま
で
残
り
1
年
…
皆
さ
ん
は
設
置
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

昨
年
末
、
消
防
団
の
協
力
を
得
て
十
日
町
市
と
津
南
町
の
全
戸
１
９
，
２
９
９
世
帯
（
共
同
住
宅
入
居
世

帯
除
く
）
を
対
象
に
住
警
器
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
１
５
，
４
５
３
世
帯
（
約
80
％
）
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
設
置
率
ラ
ン
キ
ン
グ
と
し
て
今
回
取
上
げ
、皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

順位    置場名　   設置率    構成集落

0 20 40 60 80 100

 1 位　越手　       100.0%　越手
 1 位　当間　       100.0%　当間

 3 位　松口　         95.2%　松口　三桶
 4 位　朴木沢（中里）   90.0%　朴木沢 ( 中里 )　宮澤
 4 位　穴山　         90.0%　穴山
 6 位　前倉　         88.9%　前倉
 7 位　坪野　         87.5%　坪野　五十子平　松之山赤倉　松之山東山
 8 位　田野倉　    86.7%　田野倉　莇平　仙納
 9 位　結東　         83.9%　結東　見倉　清水川原　逆巻

10 位　大白倉・白倉  83.8%　大白倉　白倉

11 位　小出　         82.2%　小出
12 位　木落     　    82.0%　木落　寺ヶ崎
13 位　室野　         78.8%　室野　木和田原
14 位　源内山　    77.8%　源内山　美穂
15 位　藤倉　         75.7%　藤倉　中尾
16 位　上之山　     75.4%　上ノ山　新田　湯之島　北浦田　西之前
17 位　轟木　         73.1%　轟木　池谷　嘉勝
18 位　東枯木又     70.0%　東枯木又　西枯木又
18 位　上鰕池　     70.0%　上鰕池
20 位　苧島　         69.5%　苧島　中子　片桐山　滝沢

21 位　蒲生　         67.2%　蒲生　寺田　名平
22 位　中仙田・田戸  67.1%　中仙田　田戸　越ヶ沢
23 位　芦ヶ崎　     65.3%　芦ヶ崎　段野団地
24 位　鉢　             64.3%　鉢　中手
25 位　船坂　         63.2%　船坂　塩ノ又
26 位　小谷　         62.5%　小谷　水梨　大荒戸
27 位　赤沢　         61.7%　赤沢
28 位　太田新田　 61.2%　太田新田
29 位　沢入り　     60.0%    水沢市之沢  中在家
29 位　儀明　         60.0%　儀明

31 位　程島 　        58.9%　程島
32 位　鹿渡　         58.1%　鹿渡　鹿渡新田
33 位　赤谷・岩瀬　  57.9%　赤谷　岩瀬　大倉
34 位　中条新田     57.5%　中条新田　北原
35 位　東川　         56.5%　東川　下鰕池
36 位　樽沢　         53.9%　樽沢
37 位　松代田沢     52.9%　松代田沢
38 位　米原　         52.7%　米原　津原　豊郷
39 位　大石　         52.2%　大石
40 位　寺石　         52.0%　寺石

41 位　稲荷町４     50.0%　※ 1
41 位　十日町赤倉   50.0%　十日町赤倉
41 位　角間　         50.0%　角間　葎沢
41 位　松代支所　 50.0%　松代一部
41 位　孟地　         50.0%　孟地
41 位　小池　         50.0%　小池
47 位　押付　         48.5%　押付
48 位　曽根　         48.0%　曽根　藤原
49 位　大割野　     47.7%　大割野一部
50 位　江道　         47.6%　江道  猿倉  津池  菅沼  大池
50 位　天水島　     47.6%　天水島　中坪

0 20 40 60 80 100
※ 1　41 位の稲荷町４置場の構成集落は下記のとおりです。
　　　稲荷町３（東・西・本通り・北）、稲荷町４、稲荷町西、西本町１・２・３、千代田町、八幡田町、下川原町 女性消防団員による住警器 PR

全国平均
← 52％

％



３　　　消防だより火の用心

気
に
な
る
十
日
町
市
・
津
南
町
の

　
　
　
　
　
　
「
住
警
器
」
設
置
状
況

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
十
日
町
市
・
津
南
町

の
設
置
率
は
35
・
３
％
で
し
た
。（
全
国
平
均
52
％
）

平
成
18
年
に
も
一
度
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
設

置
率
が
8.9
％
だ
っ
た
事
を
み
る
と
飛
躍
的
な
向
上
で
す
。

　

し
か
し
、
近
隣
の
小
千
谷
市
の
設
置
率
63
・
３
％
と
比
べ

る
と
十
日
町
地
域
は
低
い
数
値
と
な
っ
て
る
の
が
現
状
で
す
。

な
ぜ
設
置
率
が
低
い
の
か
…
！

　
　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
考
え
る 

 

▽　

住
警
器
の
認
知
度
は
92
・
４
％
！

　
「
住
警
器
を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
前
回
調
査

時
61
・
４
％
か
ら
今
回
は
90
％
を
超
え
て
、
広
く
認
知

さ
れ
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

▽　

地
域
別
設
置
率
（
高
順
）

　

松
之
山
地
域　

53
・
６
％

　

松
代
地
域　
　

43
・
０
％

　

川
西
地
域　
　

39
・
３
％

　

津
南
町　
　
　

33
・
３
％

　

十
日
町
地
域　

31
・
３
％

　

中
里
地
域　
　

30
・
７
％

　

こ
の
数
値
を
見
る
と
世
帯
数
の
少
な
い
地
域
の
設
置

率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
理
由
と

し
て
、
共
同
購
入
の
実
績
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
松
代 

木

和
田
原
集
落
は
平
成
21
年
に
共
同
購
入
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
集
落
単
位
で
共
同
購
入
を
す
る
か
否
か
で
設
置

率
の
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

十
日
町
市
・
津
南
町
で
は
平
成
20
年
に
消
防
団
を
中

心
と
し
た
共
同
購
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
わ
か
る
課
題
点

　

今
回
の
調
査
は
、
消
防
団
の
班
を
拠
点
と
し
、
十
日

町
市
１
７
３
箇
所
、
津
南
町
６
０
箇
所
、
合
計
２
３
３

箇
所
の
う
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
50
位
ま
で
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
40
位
ま
で
が
全
国
平
均
の
52
％
を
超
え
ま

す
が
、
そ
の
中
に
１
０
０
世
帯
を
超
え
る
集
落
は
２
箇
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
世
帯
数
の
多
い
集
落

の
設
置
率
向
上
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

   

個
人
の
責
任
か
ら

           　
　
　

地
域
の
責
任
へ

　
「
住
警
器
」
の
設
置
に
は
罰
則
規
定
は

無
く
、
個
人
の
責
任
に
任
せ
ら
れ
て
る

の
が
現
状
で
す
。
特
に
高
齢
者
世
帯
の

多
い
当
地
域
で
は 

、
集
落
又
は
自
主

防
災
組
織
を
中
心
と
し
て
「
住
警
器
」

を
設
置
し
、

 

地
域
ぐ
る
み
で

   

大
切
な
命
を

     

守
り
ま
し
ょ
う
。

設置率 35.3％は
　　　　低い！？

人数、時間を問わず、
　　説明会を随時開催します。
　　　　まずはご連絡ください。
十日町地域消防本部　予防課　査察指導係　TEL025-757-1557（直通）

０

  

予
防
課
査
察
指
導
係
は

０
を
目
指
し
て
い
ま
す

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

ゼ　ロ

共同購入が
　　　関係！？

住警器設置率 RANKING



消防だより火の用心　　  ４

サイレン音の違いで、 
　　　　　火災と火災以外の出動を判断！
　十日町地域消防本部では平成２２年５月１日から火災と火災以外
で出動する消防車のサイレンの鳴らし方を次のように変更しました。

■　火災出動の時 　サイレン音＋警鐘 　ウーウー、 カンカン 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鐘の音が入ります）
■　火災以外の出動の時 　サイレン音 　ウーウー　ウーウー
　　　　　　　　　　　　　　　　　（  サイレン音のみ  ）

※火災以外の出動とは、救助出動や救急支援活動などがあります。
※サイレンの機器の関係で、上記に沿わない消防車両もありますのでご了承ください。

統
合
型
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
本
年
４
月
16
日
か
ら
、
位
置
情
報
シ
ス
テ

ム
（
統
合
型
）
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
の
１
１
９
番
の
通
報
位
置
を
通
知
す
る

「
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定
電
話
か
ら
の
通
報
位
置
を
通
知

す
る
「
新
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
」
を
統
合
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
１
１
９
番
通
報
時
に
音
声
通
話
と

併
せ
て
通
報
者
の
発
信
位
置
情
報
を
取
得
し
、
地
図
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示

し
ま
す
。
通
報
者
の
発
信
位
置
の
特
定
が
、
通
報
を
聞
き
な
が
ら
円
滑
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
早
い
災
害
出
動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

携
帯
・
Ｉ
ｐ
電
話
は
、
便
利
な
半
面
、
場
所
の
特
定
が
し
づ
ら
い
特
性
が

あ
り
ま
し
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
よ
う
な
と
き
に
特
に
威
力
を
発
揮
し

ま
す
。
し
か
し
、
電
波
状
況
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
有
無
に
よ
っ
て
精
度
に
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
落
ち
着
い
て
自
分
の
居
場
所
を
伝
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼対象となる電話
・第３世代携帯電話（FOMA、au WIN、3G 等）
　※対応機種については、お使いの携帯電話の
　各通信事業者へお問い合わせください。
　ＧＰＳ機能が付いていない携帯電話でも、大
　体の位置を電波で基地局が測位して通知しま
　す。その場合の誤差は３～５km となります。
・IP 電話および固定電話は、「050」で始まる
　電子サービスを除いたものが対象です。
▼非通知「１８４」を付加した通報
　「１８４」を付加された発信者番号の場合に
　は、消防本部へ位置情報が通知されません。
　ただし、消防本部が必要と判断したときは、
　発信者の位置情報を取得する場合があります。

分署・分遣所への通報
　「携帯電話に最寄りの分署・分遣所の電話番
号を登録しましょう！」と以前広報した時期
もありましたが、現在、１１９番通報すると
直接十日町地域消防本部につながります。

　今後、緊急の消防通報はすべて
　　　　　　１１９番でお願いします

（分署・分遣所へ通報するより早く
4 4

出動できます）
　　　　　　　　　　　　　　　



５　　　消防だより火の用心

　　夏本番！紫外線が強くなる時期に
　　 気をつけてもらいたいことがあります。
　紫外線を多くあびることにより、皮膚が赤
く炎症を起こすことを一般的に「日焼け」と
言いますが、自覚症状としてはひりひりした
痛み、ほてりなどがあります。ひどくなると
水膨れ（水泡）ができたりと、やけどと同じ
ような症状になります。

●   まずは冷やす　    
　→　流水 ( ゆっくり流す ) で痛いところを 10 分から 15 分程度冷やす。

           　長い時間冷やすと、低体温になってしまうことがあります。
●   水ぶくれは破らない
　→　皮膚には体に細菌などの進入を防御する役割があります。水ぶくれを破って

　　　しまうと細菌などが侵入して、感染症になってしまうことがあるからです。

●   患部を保護する  
　→　水ぶくれがあれば冷やした後、破れないうちにきれいなタオルやガーゼで保護

　　　して下さい。

●   病院を受診する
    →　水ぶくれがあるようなら、病院で受診しましょう。その際、家庭用医薬品

　　 などを塗ったりしないで下さい。

【そんな時の応急手当ポイント】
皮膚が痛い…!?

■
募
集
職
種
・
人
員　
　
　

消
防
士
（
上
級
及
び
初
級
）
若
干
名

■
受
験
資
格

上
級
・
初
級
共
＝
①
身
体
強
健
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
可
能
な
人
②
採
用
後
、
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内（
十
日
町
市
、

津
南
町
）
に
居
住
可
能
な
人

※
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
以
下
の
人
）

上
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

初
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期
大
学
な
ど
上

位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在
学
者
含
む
）

■
試
験
方
法

［
第
１
次
試
験
］

◆
期
日
＝
平
成
22
年
８
月
22
日
（
日
）

◆
会
場
＝
受
験
者
に
通
知

◆
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、消
防
適
性
検
査
、

作
文
、
体
力
試
験

［
第
２
次
試
験
］

◆
期
日
＝
平
成
22
年
９
月
中

◆
会
場
＝
受
験
者
に
通
知

◆
試
験
科
目
＝
口
述
試
験
、
身
体
検
査

■
受
験
申
込
み

７
月
１
日
（
木
）
～
７
月
20
日
（
火
）

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分
の
間
に
、
十
日
町
地
域

消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
に
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も

可
能
で
す
。

（
郵
送
の
場
合
は
書
留
と
し
、
封
筒
の
表

に
「
受
験
申
込
み
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
。
７
月
20
日
の
消
印
有
効
。
〒
９
４
８
―

０
０
３
６
十
日
町
市
北
新
田
１
番
地
の
10
）

■
必
要
書
類

①
採
用
試
験
申
込
書

十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
西
分
署
、
南

分
署
、
松
代
分
遣
所
、
松
之
山
分
遣
所
に
配
置
。

請
求
は
土
、
日
、
祝
日
、
時
間
外
で
も
可
能
で

す
。
郵
送
で
の
請
求
は
上
級･ 
初
級
の
区
分
を

明
記
し
、
返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手
（
定
形
外

は
１
２
０
円
）
を
貼
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

②
最
終
卒
業
学
校
（
１
年
制
専
門
学
校
の
場
合

は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明
書
※
卒
業
見
込
者

は
最
近
ま
で
の
も
の

③
卒
業
見
込
証
明
書
（
来
春
卒
業
見
込
者
）

④
80
円
切
手
２
枚
同
封
（
案
内
通
知
用
）

■
給
与
（
初
任
給
）

　

◆
上
級
＝
１
９
０
，
０
０
０
円

　

◆
初
級
＝
１
５
８
，
１
０
０
円

　

※
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
の
月
額

　
　
（
受
験
資
格
取
得
直
後
に
採
用
の
場
合
）

平成 23 年度採用案内

挑む

◆甲種防火管理者資格取得講習会
　7 月 8 日（木）～ 9 日（金）
    　クロス 10

◆普通救命講習会
　7 月 9 日（金）
　  18:30 ～ 21:30
       十日町地域消防本部

　7 月 19 日（祝）
　   9:00 ～ 12:00
        千手中央コミュニティーセンター

　7 月 28 日（水）
　　18:30 ～ 21:30　
        十日町地域消防署南分署

◆十日町地区支会ポンプ操法競技会
　 7 月 11 日（日）
        十日町市生鮮食品駐車場

◆新潟県消防大会
　8 月 1 日（日）妙高市
　　小型ポンプ操法競技会の部
　　　　　　十日町方面隊出場

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　

     

職
員
募
集
（
消
防
士
）

information

平成 22 年 7 月・8 月行事予定

そこで！

ワクワク！

　　ドキドキ！

紫外線対策を忘れずに

　　　思いっきり楽しみましょう。
夏本番！



消防だより火の用心　　  ６

 
津
南
町
消
防
団
女
性
部
愛
称
　
　

　
　
　「
ひ
ま
わ
り
隊
」
に
決
定
！

　
津
南
町
で
は
平
成
21
年
４
月
１
日
、
津

南
町
消
防
団
女
性
部
が
総
員
10
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
活
動
や
行
事
な
ど
に
参
加
す

る
際
に
、
女
性
部
に
愛
称
が
あ
れ
ば
町
民

か
ら
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

と
発
案
し
、
１
年
間
の
準
備
期
間
の
の
ち

今
年
度
決
定
し
ま
し
た
。

　

津
南
町
に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
こ
と
で
有
名
な
「
ひ
ま
わ
り

畑
」
が
あ
り
ま
す
。
町
の
花
で
あ
り
、
町

民
が
愛
着
の
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
火

を
見
て
回
る
」
と
い
う
意
味
も
含
め
て
「
ひ

ま
わ
り
隊
」
と
、
小
林
町
長
が
命
名
し
ま

し
た
。

　

部
長
の
麻
績
明
子
さ
ん
は
「
津
南
町
の

花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
よ
う
に
明
る
く
誰
に

で
も
親
し
ま
れ
る
女
性
消
防
団
員
と
し

て
、
災
害
の
な
い
町
を
目
指
し
て
ひ
ま
わ

り
の
花
言
葉
「
光
輝
」
を
胸
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

危
安
協
設
立
50
周
年

　
　
　
　
　
記
念
式
典
開
催
！

　
平
成
22
年
5
月
19
日
（
水
）、
ク
ロ
ス

10
で
（
財
）
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会
十

日
町
地
区
支
会
設
立
50
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
（
株
）

環
境
安
全
部
新
潟
防
災
訓
練
所
長
横
山
修

氏
を
講
師
に
迎
え
「
漏
油
火
災
の
初
期
消

火
に
つ
い
て
」
の
演
題
で
記
念
講
演
会
が

行
わ
れ
、
管
内
の
事
業
所
関
係
者
約
60
人

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
危
険
物

流
出
事
故
対
策
用
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
が
、

長
谷
川
賢
二
支
会
長
か
ら
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
管
理
者
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
救
助
技
術
大
会
に
　
　
　

　
　
女
性
隊
員
と
し
て
初
出
場
！

　

7
月
7
日
（
水
）
新
潟
市
で
行
わ
れ

る
第
27
回
新
潟
県
消
防
救
助
技
術
大
会

に
根
津
美
香
消
防
士
（
23
歳
）
が
出
場

し
ま
す
。

　
　

出
場
種
目
は
「
は
し
ご
登
は
ん
」　

　

と
い
う
個
人
競
技
で
、
ス
タ
ー
ト
の

　

合
図
で
素
早
く
命
綱
を
腰
に
巻
き
、　

　

垂
直
に
伸
び
る
高
さ
15
ｍ
の
は
し
ご

　

を
駆
け
上
が
る
競
技
で
す
。　
　
　

　
　
　

根
津
消
防
士
は
、「
出
場
す
る　

　
　

か
ら
に
は
8
月
に
京
都
市
で
行
わ

　
　

れ
る
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
県

　
　

大
会
で
優
勝
し
た
い
」
と
休
日
も

　
　

惜
し
ま
ず
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

県
大
会
に
女
性
隊
員
が
出
場
す

る　

の
は
初
め
て
で
あ
る
こ
と
か
ら
県

　
　

内
の
消
防
本
部
か
ら
も
注
目
さ
れ

　
　

て
い
ま
す
。

　
　

　
「
火
遊
び
す
る
と　
　
　

　
　
　
　
　

お
し
っ
こ
た
れ
る
ぞ
！
」

　
幼
い
頃
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
触
っ
て

い
る
だ
け
で
周
り
の
大
人
か
ら
こ
ん
な
風
に

注
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

現
在
は
ラ
イ
タ
ー
が
安
価
で
購
入
で
き
る
こ

と
も
あ
り
、
至
る
と
こ
ろ
に
ラ
イ
タ
ー
が
あ

ふ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
我
が
家
に
も
3
人
の
わ
ん
ぱ
く
坊
主
が
い

ま
す
が
、
好
奇
心
旺
盛
で
何
に
で
も
興
味

津
々
。
ラ
イ
タ
ー
を
見
つ
け
よ
う
も
の
な
ら

間
違
い
な
く
遊
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
・
・
・

　
我
々
大
人
が
「
子
ど
も
の
火
遊
び
は
大
人

の
責
任
」
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
昔
の
よ

う
に
自
分
の
子
供
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で

と
き
に
は
厳
し
く
注
意
し
、「
火
に
対
す
る

し
つ
け
」
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
子
ど
も
に
火
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
絶

好
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
地
域
か
ら
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
っ
て

し
ま
う
悲
惨
な
火
災
・
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
地
域
一
体
と
な
っ
て
「
防
火
の
し
つ
け
」

を
し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。
　
　（
啓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　赤

色
灯

子どもの近くに
　ライターが・・・！

津南町消防団女性部愛称　

ひまわり隊に決定

新潟県救助技術大会に出場

　　　県内初！女性消防士出場決定　
新潟県危険物安全協会十日町地区支会

長谷川支会長　50 周年記念式典 にて

■
発
行　

十
日
町
地
域
消
防
本
部　

〒948-0036　

新
潟
県
十
日
町
市
北
新
田
１
番
地
10

■
編
集　

総
務
課
企
画
広
報
係　

■
電
話　

025(757)0119　

■FAX　

025(757)8499

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

htt
p
://

w
ww.

t
oka

m
ach

i
-ko

u
iki

.
jp/　

■
Ｅ
メ
ー
ル 

t
fd1

19@
tok

am
ach

i-
kou

ik
i.j

p

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

 Fire  topics


